
（1）改正前
 定数51人、17選挙区
（2）改正後
 定数48人（3人減）
 15選挙区
 （次の一般選挙から適用）
 ※改正後の改正選挙区と
    定数□で表示

今
も
脈
々
と
続
く
三
重
国
体
の
レ
ガ
シ
ー

三
重
県
議
会
議
員
の

　
　
　
　
　
定
数
及
び
選
挙
区
等
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（元）玉城中学校PTA会長

平
素
は「
三
重
県
議
会
議
員　

中
瀬
信
之
」の
県
政
活
動
に
ご

理
解
ご
支
援
を
賜
り
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、任
期
途
中
で
の
知
事
の
退

職
に
伴
い
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
り

ま
し
た
が
、９
月
に
知
事
選
挙
が
行

わ
れ
新
知
事
と
し
て
一
見
勝
之
氏

が
当
選
を
さ
れ
新
た
な
県
政
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

二
元
代
表
制
の
元
、私
た
ち
議
員

も
三
重
県
の
発
展
の
た
め
に
精

一
杯
働
き
ま
す
。

一
見
知
事
に
は
、三
重
県
発
展
の
為

に
そ
し
て
県
民
一
人
一
人
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

令
和
３
年
５
月
11
日
県
議
会
本
会
議

で
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
10
月
に
提
出
さ
れ
た「
選

挙
区
及
び
定
数
に
関
す
る
在
り
方

調
査
会
」の
報
告
書
等
を
踏
ま
え
、

地
域
間
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
、県

内
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
一
票
の
格

差
の
是
正
等
を
図
る
た
め
、正
副
議

長
に
お
い
て
案
を
作
成
し
、こ
れ
を

基
に
議
会
全
体
で
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、各
会
派
か
ら

意
見
聴
取
を
行
い
、代
表
者
会
議
に

示
さ
れ
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
後
、全
員
協
議
会
に
諮
り

今
回
の
決
議
に
至
り
ま
し
た
。

内
容
は
、２
０
２
３
年
の
県
議
選
か

ら
定
数
を
現
行
の
51
人
か
ら
48
人
と

す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
で
す
。

◇
伊
勢
市
選
挙
区
と
鳥
羽
市
選
挙
区

　
を
合
区
し
、伊
勢
市・鳥
羽
市
選
挙

　
区
と
す
る（
定
数
４
人
）

◇
尾
鷲
市
・
北
牟
婁
郡
選
挙
区
と

　

熊
野
市
・
南
牟
婁
郡
選
挙
区
を

　

合
区
し
、東
紀
州
選
挙
区
と
す

　

る（
定
数
３
人
）

◇
伊
賀
市
選
挙
区
の
定
数
を
３
人

　
か
ら
２
人
す
る

議
員
を
減
ら
す
こ
と
が
全
て
の
解
決

策
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

三
重
県
の
南
北
格
差
の
是
正
は
私
た

ち
議
員
が
常
に
思
う
こ
と
で
す
。議

員
定
数
に
関
し
て
も
人
口
比
率
に

沿
っ
て
削
減
す
る
と
南
部
地
域
は
ま

す
ま
す
議
員
定
数
が
減
る
一
方
と
な
り
ま
す
。人
口

比
率
も
重
要
な
要
件
の
一
つ
で
す
が
定
数
増
も
視

野
に
入
れ
た
様
々
な
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、女

子
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
53
㎏
級
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
向
田
真
優
選
手

（
㈱
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
所
属
）が
、８
月

17
日
、知
事
に
金
メ
ダ
ル
の
報
告
並

び
に
県
民
栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。私
た
ち
レ
ス
リ
ン
グ
関
係
者
に

と
っ
て
は
名
誉
で
有
り
嬉
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。昭
和
39
年
に
三
重

県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
設
立
し
、昭
和

48
年
の
高
校
総
体
、昭
和
50
年
の
国

体
の
三
重
県
開
催
の
決
定
を
受
け
、

昭
和
44
年
に
高
校
に
レ
ス
リ
ン
グ
部

が
発
足
し
高
校
生
達
が
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
国
体
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

当
時
、三
重
国
体
と
言
う
大
き
な
目

標
に
向
け
先
人
達
が
努
力
を
重
ね
て

来
た
こ
と
が
、今
の
三
重
県
レ
ス
リ

ン
グ
の
歴
史
を
作
り
上
げ
、今
回
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
田
真

優
・
土
性
沙
羅
・
高
橋
侑
希
選
手

を
輩
出
す
る
な
ど
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
に
三
重
県
の
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
で
は
、多
く
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
や
世
界
選

手
権
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
が
、な
ん
と
言
っ
て
も

三
重
国
体
と
言
う
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
素
晴
ら
し
い
レ
ガ
シ
ー

と
考
え
て
い
ま
す
。今
ま
で
三
重

県
レ
ス
リ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
て

頂
い
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
さ
ら
な

る
躍
進
を
期
待
し
て
い
ま
す
。新

た
な
レ
ガ
シ
ー
が
期
待
さ
れ
た
、

２
０
２
１
年
開
催
の
三
重
と
こ

わ
か
国
体
、三
重
と
こ
わ
か
大
会

が
中
止
と
な
り
又
、６
年
後
の
延

期
大
会
も
開
催
を
見
送
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
を
目
指
し
た
選
手
や
多

く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
無
念
や
残

念
な
思
い
が
必
ず
生
か
せ
る
よ
う
な

今
後
の
三
重
県
ス
ポ
ー
ツ
・
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
を
振
る
っ
た
第
５
波
も
収
束

に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、第
６

波
の
脅
威
は
拭
い
き
れ
な
い
思
い

が
あ
り
ま
す
。一
日
も
早
い
平
穏
な

生
活
が
望
ま
れ
ま
す
。

今
回
の「
県
政
レ
ポ
ー
ト
」は
、一

見
新
知
事
に
対
し
県
政
に
対
す

る
一
般
質
問
で
、知
事
の
三
重
県

南
部
地
域
に
対
す
る
思
い
や
県

南
北
格
差
に
つ
い
て
の
考
え
等

を
伺
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
怠
ら

ず
皆
様
が
日
々
健
康
に
暮
ら
せ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
、新
政
み
え
県
政
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、県
議
会
最
大
会
派（
21

人
）で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
報
告
会
の
内
容
は
、議
員
定

数
問
題
に
つ
い
て
、昨
年
か
ら
議
論

を
続
け
て
い
た
議
員
定
数
の
削
減
案

に
つ
い
て
の
考
え
方
や
議
員
定
数
の

確
定
に
至
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
、ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
等
に
つ
い
て
の

会
派
内
で
ま
と
め

た
内
容
な
ど
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
会
会
場
は
、伊

勢
市
（
シ
ン
フ
ォ

ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊

勢
７
／
17
）、鳥
羽

市
７
／
17
、
尾
鷲

議
員
定
数
３
減
案
可
決  

51
人
⬇
48
人
に

【左から】 中瀬・宇野勝彦四日市ジュニアレスリングクラブ監督・向田真優選手
土方明郎三重県レスリング協会理事長・浦田安三重県レスリング協会副理事長　県議会議事堂にて

市
７
／
15
、
熊
野
市
７

／

15
の
合
計
４
会
場
で

実
施
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
で
し
た
が
感

染
対
策
を
行
い
又
人
数
制

限
を
行
い
な
が
ら
の
開
催

で
し
た
。

新
政
み
え
県
政
報
告
会



県政に対する一般質問

中瀬信之議員が質問 一見勝之知事が答弁

三県交流会議（三重県・奈良県・和歌山県）
多気郡大台町フォレストピアで開催(7/21)
交流は、三県議会の議員が一堂に会し、紀伊半島の振興及び発展に資するよう、各県が直面している共通課題に
ついて意見交換を行い、各県議会議員の連携・交流を図るもので、今年度は三県議会から21名の議員が出席しました。
三県交流会議で、議論された内容は
（1）ワーケーションの推進について
（2）紀伊半島アンカールートの整備促進による
　国土強靭化及び地方創生の推進について
（3）公共事業における木材の活用について
上記議題について、三県の現状と課題、取組状況を報告し三県で
連携できることを取り纏めました。三県議会が連携し国に要望
していくことで合意しました。

伊勢茶の魅力の発信と販売拡大を願い
おいしい伊勢茶の淹れ方教室開催（3/5）
伊勢茶の進行に寄与するため、三重県議会議事堂エントランスホー
ルにおいて、三重県議会と三重県茶業会議所と共催で、「お茶の淹れ
方教室」開催しました。飯南高校の美術部の生徒によるお茶ラテの
ラテアートの実演を通じて新たな伊勢茶の楽しみ方をしりました。
コロナ禍の中、消費減少による新茶の売れ行きは低迷をしています。
全国３位のお茶の生産地である三重県のさらなる販促拡大を目標
に県下一丸となって販促強化を進めます。

 令 和 ３ 年 度 所 属 常 任 委 員 会 の 報 告
環境生活農林水産常任委員会 副委員長

生活文化行政の推進、環境保全の推進、廃棄物対策、農林水産業の振興などについて、審査・調査します。

 ○新型コロナウイルス感染症による影響と今後の対策について
 ○脱炭素社会について
【今年度の委員会の重点調査項目】 ○豚熱及び獣害への対応について
 ○三重県産材の利用促進について
 ○漁場環境の変化への対応について

委員会県内調査（7/28・8/4）
◇中央家畜保健衛生所（津市）
　《豚熱発生にかかる検査態勢及び感染症防止等の取組みについて》
　豚熱に感染した野生イノシシは、県下全域に確認され、11月8日現在で県内551例目の確認と
　なりました。
　県は野生イノシシに対する豚熱経口ワクチンの散布を実施している。
◇ヴィソン多気（株）（多気町）
　県産材を活用した建築物及び農産物マルシェの取組みについて
◇（株）大栄工業三谷工場（伊賀市）
　バイオガス発電による再生エネルギー活用の取組みについて食品廃棄物を堆肥化および
　メタン化として再生利用に取り組んでいる。
◇三重県水産研究所鈴鹿水産研究室（鈴鹿市）
　水産業を取り巻く環境分析と地球温暖化等に対応する品種開発等の取組みについて
　ノリの色落ちによる養殖収穫量の減少や、アサリをはじめとする沿岸水産資源の減少、海水の高温化や
　磯焼けによる海藻類による不漁など、漁業を取り巻く環境は厳しさを増している。伊勢湾の貧酸素の及
　ぼす影響について、貧酸素情報の発行をおこなっている。
◇パラミタミュージアム（菰野町）
　新型コロナウイルス感染拡大に伴う文化芸術施設への影響と取組みについて
　来館客への新型コロナ対策や取組みについて意見交換、展示会の
　中止や規模の縮小が続いている。
◇松葉ピッグファーム（いなべ市）
　豚熱による感染防止対策及び消費拡大のための取組みについて
　２年前の豚熱発生による飼育豚の殺処分（4,200頭）の実施と
　再建への道のりについて
　県が販促キャンペーンを実施

三
重
県
の
南
北
地
域
格
差
に
つ
い
て

三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ
わ
か

大
会
の
レ
ガ
シ
ー
づ
く
り
に
つ
い
て

県
産
木
材
の
公
共
土
木
事
業
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
拡
大
に
つ
い
て

危
機
管
理
体
制
の

　
　
　
強
化
策
に
つ
い
て

は
、農
林
水
産
業
の
新
し
い
発

展
や
観
光
産
業
な
ど
の
発
展

と
合
わ
せ
た
普
及
が
も
と
め

ら
れ
て
い
る
が
知
事
の
考
え

を
伺
う
。

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の
延
伸

に
よ
る
物
流
の
効
率
化
と
い
う

チ
ャ
ン
ス
も
生
か
し
て
、農
林

水
産
業
と
観
光
産

業
の
振
興
だ
け
で

は
無
く
、総
合
的

か
つ
大
胆
に
県
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の

施
策
を
総
動
員
し

て
、南
部
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取

組
み
を
強
力
に
進

め
ま
す
。

タ
ー
）が
あ
り
ま
せ

ん
が
、知
事
の
常
設

の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

は
、多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

や
場
所
の
確
保
も
必
要
に
な
る
た

め
、中
長
期
的
な
視
点
で
検
討
し

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

常
設
の
災
害
対
応
施
設
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
痛
感
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
現
在
の
体
制
に
お
い
て
、

迅
速
か
つ
的
確
な
災
害
対
応
が
で

き
る
よ
う
、し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
　
問

国
体・障
が
い
者
大
会
が
中
止
と
い

う
大
き
な
決
断
を
下
し
た
が
、こ
の

10
年
間
積
み
重
ね
た
、選
手
強
化
や

施
設
の
整
備
や
大
会
運
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
多
く
の
知
恵
が
あ
る
。今
後

の
三
重
県
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け

た
考
え
を
伺
う
。

辻
局
長
答
弁

本
県
で
は
、約
10
年
間
に
わ
た
る
両

大
会
の
開
催
準
備
の
中
で
、ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
に
お
い
て
、ハ
ー
ド・ソ
フ

ト
両
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
財
産
が
生
み

出
さ
れ
培
わ
れ
た
。今
後
の
取
組
み

と
し
て
、市
町
、競
技
団
体
と
一
緒

に
な
っ
て
本
県
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

質
　
問

「
三
重
の
木
づ
か
い
条
例
」が
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。条
例

の
施
行
に
伴
い
県
産
木
材
の
利
用

促
進
に
つ
い
て
意
識
が
高
ま
る
要

因
に
な
る
と
考
え
る
。公
共
土
木

工
事
に
計
画
的
な
県
産
木
材
の
利

用
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

水
野
部
長
答
弁

三
重
県
で
は
、こ
の
分
野
で
遅
れ

を
取
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、４
月
に
施
行
さ
れ
た「
三
重

の
木
づ
か
い
条
例
」を
起
爆
剤
と

し
て
、積
極
的
か
つ
計
画
的
な
利

用
を
推
進
す
る
。よ
り
実
効
性
の

あ
る
取
組
み
と
す
る
た
め
に
、今

後
５
年
間
に
お
け
る
利
用

計
画
を
策
定
し
、県
産
木

材
の
使
用
を
原
則
と
す
る

土
木
工
事
の
種
類
を
定

め
、工
事
発
注
の
条
件
と

す
る
。ま
た
、５
年
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、継
続
的
に
、

さ
ら
な
る
進
化
を
と
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
５
年
間
で
他
県
に
追

い
つ
き
、追
い
越
す
意
気

込
み
で
、そ
し
て
、次
の
５

年
間
で
、ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
県
産
木
材
の
利
用
を
推

進
し
ま
す
。

質
　
問

三
重
県
南
部
地
域
は
県
北
部
地

域
と
異
な
り
人
口
減
少
や
少
子

化
が
著
し
く
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。南
部
地
域
の
発
展
に

一
見
知
事
答
弁

南
部
地
域
に
は
、多
く
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
農
林
水
産
物
や
、伊

勢
神
宮
、熊
野
古
道
と
い
っ
た

人
々
を
魅
了
す
る
歴
史
や
文

化
な
ど
多
く
の
素
晴
ら
し
い

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
ま

す
。こ
う
し
た
南
部
地
域
な
ら

で
は
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
、

雇
用
を
生
み
出
す
好
循
環
を

つ
く
る
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問

大
災
害
時（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）発

生
時
に
備
え
る
よ
う
な
常
設
の
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー（
防
災
セ
ン

一
見
知
事
答
弁

災
害
対
策
本
部
を
速
や
か
に
立
ち
上

げ
、対
応
を
行
う
た
め
の
常
設
の
場

所
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。し
か
し
現
在
は
、県
庁
講
堂
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

常
設
の
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、初
動

対
応
の
迅
速
性
を
よ
り
一
層
高
め

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。し
か
し
、施
設
整
備
に

三重の木づかい条例
（議員提出条例）可決
令和３年４月１日施行（条例制定の委員
（１１名）として参加していました）
令和２年１月に「三重県産材利用促進に関す
る条例検討会」を設置し、木材利用に関わる
委員会（１１名）を令和２年１月１５日の第１
回から令和３年２月２６日の第２０回の間多くの議論を踏まえようやく可決・成立
しました。条例では、県産材の利用を最も優先することを掲げ、木材利用の推進に
関して、基本理念や責務、県の取組みなどについて定めています。ウッドショック
と言われる中、今後益々の県産材の利用促進を加速させていきます。

議事堂 環境生活農林水産常任委員会室にて

議事堂にて（三重の木づかい条例説明会）


